
(11/18)0 (3) iホームページ (佐々木):第 8回公開シンポジ

ウム要旨，ニュースレターなどを掲載。(4)タイプ標本デー

タベース(海老原)・ データベースの拡充を継統中。詰H処棋
本データベースへの拡大を検討中。(5)メーリ ング リス ト(本

川):会員数は 864名。l年間に 31名明)1110 (6)国際動物命

名JJi約日本語版(友匡1): 26部を頒布。

<審議事項>

(1) 肢査員の改選 : 次WH:~~査員を後藤哲kfí 氏(茨城大学，日

本ダニ学会)，細矢剛氏(国立科学博物館，日本菌学会)に

依頼する案が承認された。(2)広報出版委員会の設iE:ホー

ムページ，ニュースレター，データベース，出)仮，メーリン

グリス トなどに関わる事業を行う広報11¥版委員会を佐々木

(委員長)，柁原，海老原，友匡1， 三中氏を委員 として設置す

ること が諮ら れ， 承認された。(3)2008年度決算 ・会計慌

査報告 :分担金支払い状況 (川田)，決算案 (一般会計，特

別会計) (川旺1，友匡1) の説明， 会計 監査報告があり，承認

された。(4)2009年j立事業計阿:以下の事業計阿について

説明があり ，承認された :第 8回公開シンポジウムの開催

(2009年 l月 10日 r分類学における DNA情報の活ハJJ) ， 

2009年3月12日 (木)~ 15日 (日)

日本植物分類学会第8回大会 (宮城県民会館，東北大， (111台)

[http://wwwsoc.nii.ac.jp/cgi-bin/jsps/wiki/wiki.cgi] 

2009年3月26日(木)~ 29 日(日)

日本藻類学会第 33回大会 (琉球大，ガ11場Dl 4':it~;大会フ。ログラム |

2009年3月27日 (金)~ 31 日 (火)

平成 21年度日本水産学会春季大会 (点以海洋大，東京)

[http://securel.gakkaトW巴b.n巴t/gak ka i/j s fs/k a i koku/i nclex. 

html] 

2009年5月30日(土)~ 31 日 (日 )

第12回マリンバイオテクノロジー学会大会 (111.稲任l大，京五o
lhttp://w¥Vw.was巴c1a.jp/assoc-marine/]

2009年7月 1日(水)~ 5日(日)

International Fossil Algae Association 6th Regional 

Symposium (University of Milano-sicocca， Milan， Italy) 

[htゆ//www.geo.unimib.it/ifaa/] 

2009 年 7 月 4 日(土 )~5 日(臼)

日本進化原生生物研究会 (日城教育大， 仙台)

l http://squar巴 umin.ac.jp心5巴p/]

2009年7月 18日(土)~22 日 (水)

2009 Phycological Society of America Annual Meet-

ing with American Society of Plant Biologists (Uni-

V巴rsityof Hawaii， Hawaii Stat巴， USA) 

[http://ww¥V. psaal gae.org/ops/meeti ngs. sh tm] 
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第 9凶公H日シンポジ ウムのImilLニュースレター 15号，16 

号の発行，ホームページ，データベースの充笑。(5)2009 

年度予算 :チ27.案(一般会計，特別会計) について説明があ

り (JI旧戸1)，承認された。2009年度の分担金は，10，000円

となった。(6)匡|際動物命名刷約修正案 と意見非集について

諮られ，1.兵認された。(7)辿介の今後の運営方針について説

明があり ，総会では これまで通 り各学会の長が参加する こと

が確認された。

[シンポジウム]

分類学における DNA情報の活用

( 1) rミトコ ンドリ アゲノム全長配列を用し3た魚類の大系統

解析と分類への応用」宮正樹(千葉県立中央博物館)， (2) 

rDNA指基配列情報を活月lした生物学的極の認識~シダと

キノコ を例にあけいて」 村_I:jJflYJ (首都大学東京)， (3) r分鎖

学におけるDNAバーコードの利用法」吉武啓(民業環境研

究所)， (4) r分類学における'h'1報基盤シス テム」神保字嗣 (東

京大学大学院総合文化研究科)

2009年8月2日 (日)~8 日 (土)

9th International Phycological Congress (国立.オリンピッ

ク記念行少年総合センター，京京)

[http://www巴c-inc.co.jp/ipc9/inclex.html][次頁参!1.1日]

2009年8月23日 (日)~ 28日 (金)

Xlllth International Congress of Protistology (Buzios， 

Rio CI巴Jan巴iroState， Brazil) 

[http://w¥V¥V.sbpz.org.br/sta t ic/x i i i br/i ncl巴x.html]

2009 年 10 月 30 日(金 )~ 11 月 1 日( 日)

第42回日本原生動物学会大会 (石巻専修大，イi巻)

[http://w¥V¥Vsoc.nii.ac.jp/jsPI・oto/inclex.html]

《、1111111111111111111111111111111111111111111111111111111/1/.
s'. 三

三お知らせ 三

三 英文誌 PhycologicalResearch ~ 

E街載論文の平1 1 文~ 旨 は，手く り に 三

三英文誌56n3・4弓分を掲;1改しま 三

三す。(制) 三
宅弘 、F
'1/1111111111111111111111111111111111111111111111111111111¥¥ 
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第 9回国際藻類学会議のお知らせ

9th International Phycological Congress (IPC9 Tokyo) 

機記の会議が 2009年 8月 2-8EIに東京で1m催されます。

この会議は，基礎 ・応用を問わず部学のすべての分野の研究

者が集う 4年に l度の国際会議です。多くの日本藻類学会員

のご参加|をお願いいたします。

主催:国際競類学会および IPC9囲内準備委員会

日程:2009年 8月2EI(EI)，，-， 81三1(土)

会 場:国立オ リンピック記念青少年総合センター

(http://nyc.niye.go・jp/)

プロクラム

8月 21ミ1(日):受付，開会式，ウェルカム ・レセプシヨン

8月31:1 (月):基調講演，シンポジウム，仁l頭発表，ワ ー

クショップ

8月41ミ1(火):基調講演，シンポジウム，仁l頭 ・ポスタ ー

発表，ワー クショップ

8月 51二1(水):ミ ッドコ ングレス ・ツアー

8月 61三1(木):基調講演，シンポジウム，口頭 ・ポスタ ー

発表，パンケット

8月7日(金):基調講演，シンポジウム，口頭 ・ポスタ ー

発表，閉会式，フェアウェル ・パーティ ー

8月 81:1 (土):国際部類学会議国際組織委員会

プレ・コングレス・ツアー(予定)

1 )北海道東部方面採集旅行 (7月281二1"-'31 1二1) 

2) ilJ1制方而採集旅行 (7月281二1"-'31 11) 

3)伊豆半島方而採集旅行 (7月29ハ"-'8月 1EI) 

各種締め切り

2009年 3月31日(火):早期参加iJ_iし込み ・アブス トラ クト

提山締め切り

2009年 5月 15EI (金) : 参方IH~，宿泊 f!ムエクスカ ー ショ

ン参加Y!iの取り消し手続き最終期限

シンポジウム・ワークショップ

(S 1) Comparative evolutionary genomics 

(S2) Phytoplankton dynamics and life cycle 

(S3) Chemical ecology 

(S4) Shiれingconcepts of speciation 

(S5) Symbioses 

(S6) Algae， bio-fuel and CO2 sequestration 

(S7) Algae under multiple stress 

(S8) Biodiversity and ecological function 

(S9) Algal disease 

(S 10) Alien algae and invasive sp巴cies

(S 11) Phylogeny -new advances and insights 

(S 12) Algae and bioremediation 

(W l) Algae and Environmental Education 

(W2) Algae in Education 

公式ホームページ

IPC9の公式ホームページ (http://www.巴c-inc.co.jp/ipc91)

に順次新しい情報を掲載しますのでご参照ください。

セカンドサーキュラー

lPC9公式小一ムページでダウンロードできます 。

コンビーナ一

井上勲 (ii nou ye@sakura.cc.tsukuba.ac.jp) 

川井市史 (kawai@kobe-u.ac.jp)

羽田il(i!別i:(holほ@sci.hokudai.ac.jp)




